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すう広報

大島
お

　３月 20 日、橘総合センターにおいてスポー
ツ吹矢の体験会が開催されました。
　スポーツ吹矢は高い運動能力や腕力を必要
とせず、年齢を問わずどなたでも楽しく始め
られるスポーツです。
　参加者は６ｍ先の的に向かって、息を一気
に吹いて矢を放ちました。

スポーツ吹矢を体験
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平成 25年度　町長施政方針

平成 25 年３月町議会定例会における町長の施政
方針を要約してお知らせします。

周防大島町長　椎木　巧
　

周
防
大
島
町
の
２
代
目
町
長
と
し
て
の
１

期
目
４
年
間
は
、
合
併
当
初
か
ら
の
課
題
で

あ
る
「
財
政
の
健
全
化
」
を
第
一
に
掲
げ
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
そ
れ
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
た
財
源
で
生
活
関
連
施
設
の
整
備
や

子
育
て
支
援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
農
業
、

漁
業
と
町
の
固
有
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自

然
や
文
化
と
の
連
携
を
密
に
し
た
観
光
交
流

人
口
１
０
０
万
人
を
目
指
す
な
ど
、『
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
』
に
向
け
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
本
町
の
財

政
状
況
は
、
合
併
時
と
比
較
し
て
平
成
25
年

度
末
に
は
起
債
残
高
を
60
億
円
削
減
し
、
一

方
、
財
政
調
整
基
金
を
30
億
円
積
み
増
す
な

ど
、
厳
し
い
な
が
ら
も
中
期
的
財
政
運
営
に

明
る
い
兆
し
が
見
え
る
ま
で
に
な
り
、
さ
ら

に
は
体
験
型
修
学
旅
行
の
誘
致
に
象
徴
さ
れ

る
観
光
交
流
人
口
は
、
目
標
の
１
０
０
万
人

に
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
に
ま
で
拡
大
す
る
な

ど
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
１
期
目
の
成
果
と

し
て
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

２
期
目
の
町
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

も
、
そ
の
基
本
と
す
る
と
こ
ろ
に
変
わ
り
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
築
き
上
げ
て

き
た
も
の
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
深
化

さ
せ
、
周
防
大
島
町
が
存
在
感
を
発
揮
し
続

け
る
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
決
意

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
さ
ら
な
る
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
改
め
て
お
願
い
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
１
は
「
定
住
対
策
」

　

２
期
目
の
最
重
要
課
題
の
第
１
は
「
定
住

対
策
」
で
あ
り
ま
す
。

　

定
住
対
策
の
た
め
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は

全
て
や
る
覚
悟
で
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
資
源
を

投
入
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

人
口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
定
住
対
策
と
し
て
の
子
育
て
支
援
を

さ
ら
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
、
14
回
の
妊
婦
検
診
の
公
費
負
担
、

私
立
保
育
所
施
設
整
備
へ
の
助
成
等
に
加
え

て
、
平
成
25
年
度
で
は
、
保
育
所
へ
の
２
人

以
上
同
時
入
所
の
場
合
２
人
目
以
降
の
保
育

料
を
無
料
と
い
た
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
保
育

所
に
何
人
預
け
て
も
、
一
人
分
の
保
育
料
し

か
い
た
だ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
町
内
の
全
保
育
所
で
英
語
教
育

を
実
施
す
る
な
ど
、
町
の
将
来
を
担
う
若
者

が
定
住
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
支
援
の
た
め
に
「
住

と
職
」、
す
な
わ
ち
、
住
ま
い
と
仕
事
の
情

報
を
一
括
管
理
・
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
昨
年
設
置
し
た
定
住
促
進
協
議
会
を
中

心
と
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
や
「
数
週

間
単
位
の
お
試
し
暮
ら
し
」、「
移
住
体
験
ツ

ア
ー
」、「
無
料
職
業
相
談
」
な
ど
、
シ
ニ
ア

世
代
か
ら
子
育
て
世
代
ま
で
の
方
々
に
、
定

住
へ
の
糸
口
を
丁
寧
に
説
明
し
、
ご
案
内
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
、
定
住
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
は
体
験
型
修
学
旅
行

生
が
24
校
４
５
０
０
人
訪
れ
て
く
れ
る
町
に

な
り
ま
し
た
。
お
り
し
も
、
昨
年
12
月
13
日

に
待
望
の
岩
国
錦
帯
橋
空
港
が
開
港
を
い
た

し
ま
し
た
。
交
通
の
利
便
性
が
格
段
に
向
上

し
、
山
口
県
東
部
の
魅
力
ア
ッ
プ
が
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
全
国
的
知
名
度

は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
伊
豆
大
島
で
も
奄
美
大

島
で
も
な
い
、
瀬
戸
内
海
の
周
防
大
島
を
機

会
あ
る
ご
と
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
認
知
度
を
高

め
る
こ
と
こ
そ
が
、
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
、

ひ
い
て
は
人
口
定
住
へ
と
つ
な
が
る
第
一
歩

で
あ
る
と
確
信
し
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
等
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

第
２
は
「
防
災
安
全
対
策
の
充
実
」

　

第
２
は
「
防
災
安
全
対
策
の
充
実
」
で
あ

り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
間
も
な
く
２
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
い
ま
だ
に
多

く
の
被
災
者
が
仮
設
住
宅
で
の
不
便
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
苦
難
を
強
い
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
震
災
を
経
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
が
全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
小
中
学
校
の

校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の
耐
震
化
率
は
平

２期目に向けて初心を忘れることなく
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成
26
年
度
末
に
１
０
０
％
に
、
ま
た
町
立
病

院
も
、
東
和
病
院
東
棟
改
築
工
事
が
完
了
す

る
平
成
25
年
度
に
は
耐
震
化
率
１
０
０
％
と

な
る
見
込
み
で
す
。
さ
ら
に
、
拠
点
避
難
施

設
に
お
い
て
平
成
22
年
度
か
ら
着
手
し
た
防

災
備
蓄
倉
庫
13
カ
所
４
０
０
０
人
分
の
避
難

用
品
な
ど
の
備
蓄
に
引
き
続
き
、
今
年
度
は

浮
島
、
情
島
な
ど
の
有
人
４
島
に
防
災
備
蓄

倉
庫
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
報
告
さ
れ
た
、
南
海
ト
ラ
フ

の
巨
大
地
震
に
よ
る
本
町
の
最
大
震
度
は
６

弱
、
最
大
津
波
高
は
４
メ
ー
ト
ル
と
推
計
さ

れ
、
津
波
の
最
短
到
達
時
間
は
１
０
８
分
と

予
想
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
想
定
を
ふ
ま
え
、
国
や
県

の
防
災
計
画
の
修
正
に
合
わ
せ
、
本
町
の
地

域
防
災
の
要
と
な
る
「
地
域
防
災
計
画
」
を

見
直
す
と
と
も
に
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
等

を
示
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
全
世
帯
に
配
布
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
被
害
を
少
し
で
も
小
さ

く
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
支
え
合
い
が
必

要
で
す
。
各
自
治
会
等
を
単
位
と
す
る
自
主

防
災
組
織
の
設
立
促
進
を
図
り
、「
公
助
」

と
連
携
し
た「
自
助
」と「
共
助
」に
よ
る「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
の
き
ず
な
と
防
災
力
強
化
の
取
り
組

み
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
３
は
「
健
康
づ
く
り
」

　

次
に
、
第
３
と
し
て
、「
健
康
づ
く
り
」

で
あ
り
ま
す
。

　

健
康
は
、
元
来
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的

に
取
り
組
む
課
題
で
す
が
、
個
人
の
力
と
併

せ
て
、
社
会
全
体
と
し
て
も
個
人
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

人
口
の
急
速
な
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
疾

病
構
造
が
変
化
し
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒

中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
現
れ
な
い

う
ち
に
進
行
し
、
つ
い
に
は
重
篤
な
症
状
に

至
り
、
毎
日
の
生
活
の
質
を
著
し
く
低
下
さ

せ
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
さ
ら
に
延
ば
し
、
元
気
で
明

る
い
高
齢
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
に
は
こ

れ
ら
の
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
と

ど
ま
ら
ず
、
自
ら
が
積
極
的
に
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
行
う

な
ど
疾
病
を
予
防
す
る
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
健
診
の

受
診
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り

に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
い
、
住
民
と
行

政
が
協
力
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
重
要
課
題
へ
の
取
り
組
み

と
、
私
が
従
来
か
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
中
心
に
、
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
「
ま
じ
め
に
、
誠
実
に
、

地
道
に
、謙
虚
に
、そ
し
て
確
実
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
町
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
決
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
と
町
民
の
み
な
さ
ま
の
、
い
っ

そ
う
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
、
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○防災に関する事業
　・衛星携帯電話整備事業（６台） 　　　　　　　　　 　  １５０万円
　・漁港陸閘整備事業（実施設計）　　　　　　　　 　 ２, １１０万円
　・防災車両整備事業（１台）　　　　　　　　　　　　　６００万円
　・ヘリポート整備事業（東和地区）　　　　　　　　　　３６０万円
○教育、スポーツおよび文化の振興に関する事業
　・浮島小学校屋外倉庫整備事業　　　　　　　　１, ０２８万７千円
　・明新小学校屋内運動場改築事業　　　　　　　１, ６２４万３千円
　・東和中学校屋内運動場改修事業　　　　　　　２, ８１６万２千円
　・外国語活動推進事業　　　　　　　　　　　　　　  　８６０万円
　・送迎車両整備事業（３台）　　　　　　　　　　　  １, ９２０万円
○環境衛生の向上に関する事業
　・橘斎場備品整備事業　　　  　　　　　　　　　　  １, ７００万円

再 編 交 付 金 で 事 業 を 実 施 し ま し た
　平成 19 年度から、「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」第６条の規定により、在日米軍再
編による住民生活の安全に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公共施設の整備、住民生活の利便性向上や産
業の振興に寄与する事業を対象に、国から再編交付金が交付されています。周防大島町には、平成 24 年度に
１億３, １６９万２千円が交付され、次の事業を実施しました。

▲ヘリポート整備事業

▲東和中学校屋内運動場改修
工事
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平成 25年度当初予算
　合併時からの最重要課題であった「財政の健全化」に意を配しながら、就任時に掲げた政策目標である「幸せに
暮らせる町づくり」の実現に向けて、体験型修学旅行誘致による賑わいの創出、病院や小中学校の耐震化、ちびっ
子医療費助成を始めとする子育て支援など住民生活に密着した事業への取り組みを進めてきました。
　平成 25年度予算編成に当たっては、これまでの成果をさらに進めるため、「安心して子供を生み育てられる町」
をはじめとした「幸せに暮らせる町づくり」への取り組みの加速化を図ります。
　中でも、①急激に進む人口の減少・少子高齢化に歯止めをかけるため、新たに保育料同時入所２人目以降無料化、
住及び職の両面にわたる移住希望者支援などの「定住対策」、②南海トラフ巨大地震や大規模自然災害発生に備え
るため津波ハザードマップ作成、有人４離島防災備蓄倉庫整備などの「防災安全対策」、③健康診断、特定検診受
診率向上をはじめとする「健康づくり」の３つの事業を重点課題として位置づけ、また、国の緊急経済対策に対応
して、平成 24年度３月補正と合わせた切れ目のない予算編成を行いました。
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◆一般会計・特別会計当初予算

会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 141 億 400 万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 36 億 857 万 2 千円

後 期 高 齢 者 医 療
事 業 特 別 会 計 4 億 2,499 万 1 千円

介 護 保 険 事
業 特 別 会 計 32 億 9,523 万 9 千円

簡 易 水 道 事
業 特 別 会 計 8 億 3,667 万 6 千円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 3 億 4,586 万 5 千円

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3 億 3,202 万 5 千円

漁 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3,225 万 1 千円

渡船事業特別会計 8,396 万 2 千円

合　　計 230 億 6,358 万 1 千円

公 営 企 業 会 計
（病　　院）

予　算　額

収 益 的 収 入 49 億 4,962 万 2 千円

収 益 的 支 出 54 億 5,332 万 9 千円

資 本 的 収 入 23 億 9,557 万 6 千円

資 本 的 支 出 24 億 4,491 万 9 千円

◆別表１　基金の状況　　　　　　　　　　　　　

区　　　　　分 平成 23 年度末
現在高

平成 24 年度末
現在高（見込み）

平成 25 年度末
現在高（見込み）

一
般
会
計

財政調整基金 28 億 877 万 4 千円 36 億 3,527 万 2 千円 33 億 6,095 万 8 千円

減債基金 3 億 5,274 万円 5 億 287 万 8 千円 5 億 294 万 2 千円

福祉振興基金 2 億 8,059 万 1 千円 2 億 8,070 万 1 千円 2 億 8,075 万 2 千円

中山間ふるさと・水と
土保全対策基金 3,113 万 1 千円 3,113 万 1 千円 3,113 万 1 千円

ふるさと創生基金 4 億 736 万 6 千円 4 億 752 万 5 千円 4 億 1,277 万 2 千円

県収入証紙購入基金 300 万円 300 万円 300 万円 

奨学資金貸付基金 4,288 万 4 千円 4,299 万 7 千円 4,310 万 3 千円

土地開発基金 2 億 7,060 万 7 千円 2 億 7,067 万 5 千円 2 億 7,070 万 7 千円

ちびっ子医療費助成事
業基金 3,255 万 8 千円 1,682 万円 59 万 2 千円

観光振興事業助成基金 4,177 万 9 千円 2,079 万 8 千円 1,027 万円

福祉医療費一部負担金
助成事業基金 2,860 万円 1,420 万 2 千円 1 万円

ふるさと応援基金 507 万 9 千円 550 万 3 千円 640 万 4 千円

ＣＡＴＶ加入促進
事業基金 5,944 万円 3,360 万 4 千円 2,362 万円

外国語活動推進事業
基金 4,786 万 6 千円 4,357 万 5 千円 3,563 万 2 千円

特
別
会
計

国民健康保険基金 5,073 万 9 千円 5,075 万 9 千円 5,076 万 9 千円

介護給付費準備基金 0 円 3,455 万 7 千円 3,106 万 2 千円

総　合　計 44 億 6,315 万 4 千円 53 億 9,399 万 7 千円 50 億 6,372 万 4 千円

主な事業

◆地方債の状況　　　　　　　　　　　　　　　

区分 平成 23 年度末
現在高

平成 24 年度末
現在高（見込み）

平成 25 年度末
現在高（見込み）

　一般会計 215 億 4,507 万 3 千円 209 億 1,311 万 3 千円 201 億 9,471 万 7 千円

　特別会計 158 億 6,712 万 3 千円 162 億 361 万 1 千円 167 億 5,409 万 2 千円

介護保険事業 2,075 万 5 千円 1,383 万 6 千円 691 万 8 千円

簡易水道事業 30 億 7,669 万 1 千円 28 億 3,527 万 3 千円 26 億 1,910 万 3 千円

下水道事業 20 億 9,800 万 4 千円 20 億 4,684 万円 19 億 6,755 万 2 千円

農業集落排水事業 21 億 1,497 万 8 千円 20 億 5,947 万 5 千円 20 億 362 万 4 千円

漁業集落排水事業 1 億 6,881 万 3 千円 1 億 6,009 万円 1 億 5,132 万 1 千円

渡船事業 63 万 9 千円 51 万 5 千円 38 万 9 千円

公営企業 83 億 8,724 万３千円 90 億 8,758 万 2 千円 100 億 518 万 5 千円

合　　計 374 億 1,219 万 6 千円 371 億 1,672 万 4 千円 369 億 4,880 万 9 千円

自然と環境にやさしい町
　＊住宅用太陽光発電システム設置費補助金
　＊合併浄化槽設置事業

働く意欲の湧き出る町
　＊大島農業担い手就農支援事業
　＊新規就農者確保事業
　＊ニューフィッシャー確保育成推進事業
　＊体験交流型観光推進事業

安心して子供を生み
育てられる町

　＊保育料同時入所２人目以降
　　無料化事業
　＊保育所英語講師派遣事業
　＊地域子育て支援拠点事業
　＊ちびっ子医療費助成事業

晩年を豊かで
安心して過ごせる町

　＊地域防災計画整備事業
　＊津波ハザードマップ整備事業
　＊離島防災備蓄倉庫整備事業
　＊住宅リフォーム資金助成事業

次世代に素敵な未来を
約束する町

　＊起業教育研究センター事業
　＊長浦スポーツ海浜スクエア総合
　　グラウンド人工芝改修事業
　＊観光プロモーション映像作成事業
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投
票
で
き
る
人

　

投
票
で
き
る
の
は
、
平
成
５
年
４
月
29
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民

で
、
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日
（
４
月
10
日
）

ま
で
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
周
防
大
島
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

（
平
成
25
年
１
月
10
日
ま
で
に
転
入
の
届
出

を
さ
れ
た
人
。）

■
周
防
大
島
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
が
、
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合

　

周
防
大
島
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

■
県
内
の
市
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
が
周
防
大
島
町
に
転
入
し
た
場
合

　

以
前
投
票
し
て
い
た
市
町
で
投
票
で
き
ま

す
。

　

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
・
レ

ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用
で
、
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票

　　

病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
入
院
先
の

病
院
が
指
定
病
院
で
あ
れ
ば
病
院
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
長
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
投
票

　　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵
便

に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
、
そ
の
傷

害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
人

や
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
人
に
限
り
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
は
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

点
字
投
票

　　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ
り
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
投
票

　　

投
票
は
自
分
で
書
い
て
投
票
す
る
の
が
原

則
で
す
が
、
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
た
め
、

　

４
月
28
日
㈰
は
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
私
た
ち

の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
一
票
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
代
理
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券

　　

入
場
券
は
郵
送
で
届
き
ま
す
。
投
票
日
に

は
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
忘
れ
た
り
紛
失
し
た
り
し
た
と

き
は
、
当
日
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙

　　

投
票
用
紙
は
次
の
と
お
り
印
刷
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
桃
色
の
紙
に
黒
色
の
イ
ン
ク

　

開
票

◎
日
時　

４
月
28
日
㈰　

午
後
８
時

◎
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

　

問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

４
月
28
日
は

参
議
院
山
口
県
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す

◆期日前投票の日時と場所
場所 期間 時間 対象地域

大島庁舎 ４月 12 日㈮～ 4 月 27 日㈯の毎日 8：30 ～ 20：00 町内全域
久賀・橘庁舎
東和総合センター 4 月 25 日㈭～ 4 月 27 日㈯の毎日 8：30 ～ 18：00 町内全域

各出張所 ４月 24 日㈬ 8：30 ～ 18：00 町内全域
前島公民館 ４月 24 日㈬ 8：30 ～ 11：00 前島地区
笠佐老人憩の家 4 月 24 日㈬ 10：30 ～ 11：30 笠佐地区
雨振公民館 4 月 26 日㈮ 9：00 ～ 12：00 雨振地区
神浦公民館 4 月 26 日㈮ 14：00 ～ 17：00 神浦地区
伊崎公民館 4 月 26 日㈮ 14：00 ～ 17：00 伊崎地区
源明区民館 4 月 26 日㈮ 9：00 ～ 12：00 源明地区
長浜集荷場 4 月 26 日㈮ 9：00 ～ 12：00 長浜地区
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◆久賀地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）
大崎 大崎公会堂 白石、大崎
山田 山田公会堂 山田上、山田中、山田下

宮崎 久賀福祉セン
ター

向町、八幡下、八幡上、仲町、洲崎、
港町 、戎町、上本町、本町

久賀中央 農業者健康管
理センター

古町、東下津原、東天満町、西天満町、
新開東、新開西、向津原、東中津原、
西中津原、上津原、中瀬田、久保河
内下、久保河内上、丸山、流田、佐古、
前島

畑 畑能庄公会堂 畑能庄
宗光 宗光公会堂 庄地、宗光東、宗光西

椋野 椋野公民館

久保田中郷、花田道面、平原大畑、
木屋原、大元、山下浜東１区、山下
浜東２区、山下浜西１区、山下浜西
２区、西ヶ原

◆大島地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）

三蒲中央 蒲野農村環境改
善センター

東浜北、東浜南、中塚、西の郷、
蔵本、明神松東、明神松西、三蒲
中村、新屋敷、西田、前港、後港、
小山田北、小山田南、流東、流西、
小平

三蒲畑 畑老人憩の家 寺家、東畑、西畑

小松西 小 松 コ ミ ュ ニ
ティセンター

瀬戸、笠佐、北一西、北一中、北
一東、北二西、北二中、北二東、
南三、南二、南一、宮の下、商船

小松東 しまとぴあ
スカイセンター

屋代中田、沖石、北石、小松中田、
手崎、明新

開作 大島町漁業協同
組合

安迫、水車、新開、砂堀、小方、松ヶ
崎、金屋、唐樋、五反田

志佐 志佐老人憩の家 郷串、浜西、浜東、上湯所、下湯
所

小田 さつき園作業所
上片山、中片山、下片山、石小田、
先小田、中小田、和田、ほのぼの
苑

砂田

屋 代 ふ れ あ い
ディサービスセ
ンター

「延命の家」

徳神、吉井、郷の坪、吉兼、上北
迫、下北迫、東北迫、上砂田、砂
田、下砂田、川地、羽越

神領 神 領 コ ミ ュ ニ
ティセンター 神領、中、原、田中、銅

屋代畑 屋 代 山 泉 セ ン
ター

棟畑、屋代中村、奥村、石原、樫
原、自光寺

家房 家房公会堂 大東、久保、家房原、割石

出井 出井老人憩の家 川窪、中開地、天神東、明神、追
通

津海木 津海木老人憩の家 立石、皆地

戸田 沖浦農村環境改
善センター

赤石、中浜、迎原、原定、久保庄、
下庄、坂本、西浜

横見 横見老人憩の家 森添、大歳、塩田

日見

沖 浦 ふ れ あ い
ディサービスセ
ンター

「延寿の里」

浜、塩町、奥田中、木原、里

◆東和地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）
情 情島公民館 情

伊保田 油田農村環境改
善センター

雨振、伊保田（３区、４区、５区、
６区、７区、８区、９区、10 区、
11 区）

小伊保田 小伊保田公民館 小伊保田

油宇 油宇公民館 油宇（13 区、14 区、15 区、16 区、
17 区、18 区、19 区）

馬ヶ原 馬ヶ原公民館 馬ヶ原

和田 和田公民館 和田（東泊、西泊、中泊、庄東、庄西、
庄里）

内入 内入公民館 内入東、内入西
小泊 小泊公民館 小泊（東、東中、西中、天神）

和佐 和佐公民館 和佐（磯、東浜、東中浜、西浜、大西、
郷）、神浦（東、西）

森野 東和図書館（旧
森野小学校）

森（水上、鹿老渡、片上、盛浜、
走出）、平野（後園、祇園、塩屋、
内浜、江口、為栗、本平野、防河内、
鎌田）

大小積 海辺の家おつみ 小積、大積

西方 西方公民館 長崎東、長崎西、下田東、下田中、
下田西、西方

船越 船越公民館 船越東、船越中、船越西

外入 白木多目的共同
利用施設

伊崎、外入（西泊、東泊、下妙見、
上妙見、宮下、郷、西三下、東三下）

地家室 地家室別館 地家室西、地家室中、地家室郷、
地家室東

佐連 佐連会館 佐連東、佐連中、佐連西

沖家室 旧沖家室小学校 沖家室南、沖家室中、沖家室峠、
沖家室刈山、沖家室岡、沖家室鼻

◆橘地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）

鹿家 鹿家地区農事集会所 鹿家

安下庄東 原地区学習等供用
施設

栄、安高、橘福祉会、原、古
城

安下庄中央 橘総合センター
和戸、塩宇、西浦、真宮、正
分、おれんじヒルズ、長尾天
満、安下、立島、源明

安下庄西 橘ウインドパーク
三ツ松東、三ツ松中、三ツ松
西、川間、田中、庄南、庄北、
大泊

秋 秋老人憩の家 吉浦、江頭、下開地、西開地、
神田

日前郷 日前郷公民館 貞広、大光寺、新屋上、新屋
下

日前浜 しらとり苑
長浜、浜西、浜西中、浜中、
日良居病院、愛和苑、浜東、
日良居団地

土居 日良居出張所
土居西上、土居西下、土居西
中、土居東中、土居東上、土
居東下

油良 旧日良居農協油良
連絡所

油良西、油良西中、油良東中、
油良東、たちばな園、油良郷

江ノ浦 浮島漁村センター 江ノ浦西、楽ノ江、江ノ浦東

樽見 浮島地区学習等供
用施設 樽見

投票時間：午前 7 時から午後 6 時まで
（ただし、情・馬ヶ原投票区は午後 5 時まで）当日の投票所一覧
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町
職
員
の
異
動　
平
成
25
年
４
月
１
日
付　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】 		



▼
議
会
事
務
局
長　

西
村
利
雄
（
健
康

福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
▼
健
康

福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

川
口

満
彦
（
福
祉
課
長
）
▼
産
業
建
設
部
長

佐
川
浩
二
（
建
設
課
長
）
▼
環
境
生
活

部
長　

奈
良
元
正
昭
（
総
務
課
長
）
▼

大
島
総
合
支
所
長　

福
田
美
則
（
税
務

課
長
）
▼
東
和
総
合
支
所
長　

藤
山

忠
（
契
約
監
理
課
長
）
▼
橘
総
合
支
所

長　

吉
村
昭
夫
（
商
工
観
光
課
長
）
▼

教
育
次
長　

西
本
芳
隆
（
産
業
建
設
部

長
）

【
課
長
級
】 

▼
総
務
課
長　

佐
々
木
義
光
（
総
務
課

人
事
行
政
班
長
）
▼
税
務
課
長　

木

村
秀
俊
（
税
務
課
課
税
第
１
班
長
）
▼

契
約
監
理
課
長　

松
田
博
（
上
下
水
道

課
水
道
班
長
）
▼
福
祉
課
長　

升
谷
高

広
（
介
護
保
険
課
介
護
保
険
班
長
）
▼

蒲
野
保
育
所
長　

奥
村
正
博
（
大
島
総

合
支
所
地
域
支
援
班
長
）
▼
商
工
観
光

課
長　

池
元
恭
司
（
商
工
観
光
課
公
共

施
設
管
理
班
長
）
▼
建
設
課
長　

前
崎

浩
二
（
政
策
企
画
課
広
報
情
報
統
計
班

長
）
▼
教
育
委
員
会
総
務
課
長　

青
木

一
郎
（
社
会
教
育
課
橘
地
区
生
涯
学
習

班
長
）

【
班
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
広
報
情
報
統
計
班
長

山
本
勲
（
政
策
企
画
課
）
▼
総
務
課
人

事
行
政
班
長　

永
田
広
幸
（
久
賀
総
合

支
所
）
▼
財
政
課
財
政
班
長　

重
冨
孝

雄
（
福
祉
課
）
▼
税
務
課
課
税
第
１
班

長　

木
村
敏
子
（
税
務
課
）
▼
税
務
課

課
税
第
２
班
長　

池
田
藤
雄
（
社
会
教

育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長
）
▼
介
護
保

険
課
介
護
保
険
班
長　

政
田
光
浩
（
社

会
教
育
課
久
賀
地
区
生
涯
学
習
班
長
）

▼
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長　

守
田
美
幸
（
介
護
保
険

課
）
▼
商
工
観
光
課
公
共
施
設
管
理
班

長　

平
田
勝
宏
（
財
政
課
財
政
班
長
）

▼
生
活
衛
生
課
環
境
衛
生
班
長　

沖

村
和
哉
（
農
林
課
）
▼
上
下
水
道
課
水

道
班
長　

高
田
浩
（
上
下
水
道
課
）
▼

大
島
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長   

岡
崎

浩
一
（
生
活
衛
生
課
）
▼
東
和
総
合
支

所
地
域
支
援
班
長　

高
木
和
夫
（
環
境

施
設
課
環
境
施
設
班
長
）
▼
教
育
委
員

会
総
務
課
総
務
班
長　

伊
藤
和
也
（
教

育
委
員
会
総
務
課
）
▼
社
会
教
育
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
班
長　

古
崎
敏
雄
（
社
会

教
育
課
大
島
地
区
生
涯
学
習
班
長
）
▼

社
会
教
育
課
久
賀
地
区
生
涯
学
習
班

長　

藤
井
郁
男
（
社
会
教
育
課
）
▼
社

会
教
育
課
大
島
地
区
生
涯
学
習
班
長

藤
井
正
治
（
久
賀
総
合
支
所
）
▼
社
会

教
育
課
橘
地
区
生
涯
学
習
班
長　

浜

本
一
郎
（
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
班

長
）

【
一
般
職
】

○
総
務
部

▼
政
策
企
画
課　

松
井
孝
（
生
活
衛
生

課
）
▼
政
策
企
画
課　

村
田
孝
二
（
橘

総
合
支
所
）
▼
総
務
課　

宮
崎
由
紀

子
（
久
賀
総
合
支
所
）
▼
総
務
課
（
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
へ
研
修
派
遣
）　

岡
本
祐
子

（
会
計
課
）
▼
税
務
課　

河
口
明
子
（
橘

総
合
支
所
）
▼
税
務
課　

今
尾
勝
則

（
福
祉
課
）
▼
税
務
課　

藤
元
将
敬
（
上

下
水
道
課
）

○
健
康
福
祉
部

▼
健
康
増
進
課　

大
久
保
晴
美
（
福
祉

課
）
▼
健
康
増
進
課　

石
原
憲
子
（
介

護
保
険
課
）
▼
健
康
増
進
課　

村
井
祐

佳
（
介
護
保
険
課
）
▼
福
祉
課　

村

田
真
弓
（
健
康
増
進
課
）
▼
福
祉
課　

秋
山
笑
美
（
社
会
教
育
課
）
▼
介
護
保

険
課　

佐
原
聡
子
（
健
康
増
進
課
）
▼

介
護
保
険
課　

橋
本
は
る
み
（
健
康
増

進
課
）
▼
介
護
保
険
課　

松
本
可
奈
子

（
健
康
増
進
課
）
▼
久
美
保
育
所　

三

浦
裕
子
（
蒲
野
保
育
所
）
▼
蒲
野
保
育

所　

岡
崎
月
子
（
久
美
保
育
所
）

○
産
業
建
設
部

▼
農
林
課　

広
津
達
也
（
福
祉
課
）
▼

農
林
課　

小
礒
直
紀
（
東
和
総
合
支

所
）
▼
水
産
課　

金
井
伸
樹
（
農
林
課
）

▼
建
設
課　

谷
口
正
義
（
政
策
企
画

課
）

○
環
境
生
活
部

▼
生
活
衛
生
課　

中
野
賢
一
（
税
務

課
）
▼
生
活
衛
生
課　

今
尾
美
帆
（
総

務
課
）
▼
生
活
衛
生
課　

江
本
定
弘

（
環
境
施
設
課
）
▼
生
活
衛
生
課　

田

中
和
仁
（
環
境
施
設
課
）
▼
生
活
衛
生

課　

川
本
茂
樹
（
環
境
施
設
課
）
▼
生

活
衛
生
課　

中
田
浩
徳
（
環
境
施
設

課
）
▼
生
活
衛
生
課　

見
口
浩
史
（
環

境
施
設
課
）
▼
生
活
衛
生
課　

青
木
忠

重
（
環
境
施
設
課
）
▼
生
活
衛
生
課　

田
村
博
（
環
境
施
設
課
）
▼
上
下
水
道

課　

西
田
弘
（
水
産
課
）

○
総
合
支
所

▼
久
賀
総
合
支
所　

辻
田
建
一
（
福
祉

課
）
▼
久
賀
総
合
支
所　

林
祐
子
（
議

事
課
）
▼
久
賀
総
合
支
所　

鳥
村
洋
人

（
農
林
課
）
▼
橘
総
合
支
所　

柳
原
悠

子
（
学
校
教
育
課
）
▼
橘
総
合
支
所　

中
原
健
博
（
商
工
観
光
課
）

○
教
育
委
員
会

▼
教
育
委
員
会
総
務
課　

小
泉
周
三

（
建
設
課
）
▼
社
会
教
育
課　

清
水
直

美
（
税
務
課
）
▼
社
会
教
育
課　

山
根

一
夫
（
税
務
課
）

【
新
規
採
用
】

▼
会
計
課　

松
尾
宇
晃
▼
税
務
課　

山
根
七
菜
▼
健
康
増
進
課　

西
坂
薫

▼
福
祉
課　

木
下
夏
希
▼
福
祉
課　

浜
田
真
▼
介
護
保
険
課　

後
山
典
子

▼
商
工
観
光
課　

飯
田
哲
哉
▼
農
林

課　

得
田
匠
▼
生
活
衛
生
課　

兼
田

昇
▼
上
下
水
道
課　

奈
良
雅
人

【
退
職
】

　
　
　
（
平
成
25
年
３
月
31
日
付
）

▼
議
会
事
務
局
長　

中
尾
豊
樹
▼
環

境
生
活
部
長　

松
井
秀
文
▼
大
島
総

合
支
所
長　

北
杉
憲
昌
▼
東
和
総
合

支
所
長　

木
村
順
一
▼
橘
総
合
支
所

長　

中
原
義
夫
▼
教
育
次
長　

中
野

守
雄
▼
蒲
野
保
育
所
長　

山
中
亮
吾

▼
教
育
委
員
会
総
務
課
長　

島
原
資

郎
▼
税
務
課
課
税
第
２
班
長　

石
崎

宇
授
彦
▼
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長　

池
元
和
江
▼
介

護
保
険
課
介
護
予
防
班
長　

斎
藤
美

登
里
▼
沖
浦
出
張
所
長　

布
田
ま
ゆ

み
▼
蒲
野
出
張
所
長　

沖
本
繁
子
▼

健
康
増
進
課　

島
本
悦
子
▼
久
美
保

育
所　

西
本
恵
子
▼
環
境
施
設
課　

藤
井
博
▼
大
島
総
合
支
所　

岩
井
哲

嗣

　

３
月
22
日
開
催
の
平
成
25
年
第

１
回
周
防
大
島
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
同
意
さ
れ
、
副
町
長
に
岡

村
春
雄
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
：
平
成
25
年
４
月
１
日
～
平

成
29
年
３
月
31
日
）

副町長　岡村春雄

副
町
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
１
日
よ
り
、
生
活
衛
生
課
と

環
境
施
設
課
を
統
合
し
て
生
活
衛
生

課
に
、
介
護
保
険
課
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
介
護
予
防
班
を
統
合

し
て
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ

○
生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

※
家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
関
す
る
こ

と
な
ど
☎
７
９
‐
１
０
１
２

○
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
６

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０

機
構
の
見
直
し
に
伴
い

課
や
班
の
統
合
を
行
い
ま
し
た
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公
営
企
業
局
の
異
動　
（
平
成
25
年
４
月
１
日
付
）

【
異
動
・
採
用
】（　

）
内
は
旧
所
属

○
公
営
企
業
局

▼
総
務
部
長　

藤
田
隆
宏
（
総
務
課
長
）
▼
総

務
課
長　

大
元
良
朗
（
大
島
病
院
）
▼
財
政
課

長　

木
村
稔
典
（
財
政
課
長
補
佐
）
▼
業
務
課

長　

桐
田
将
寿
（
業
務
課
長
補
佐
）
▼
総
務
課

課
長
補
佐　

末
松
博
通
（
総
務
課
係
長
）
▼
総

務
部　

槙
林
佳
男（
東
和
病
院
）・
中
本
龍
哉（
新

採
用
）

○
大
島
病
院

▼
副
総
看
護
師
長　

三
坂
美
奈
子
（
新
採
用
）

▼
理
学
療
法
士　

田
中
佑
樹
（
新
採
用
）
▼
看

護
師　

岡
村
啓
司
（
大
島
看
護
専
門
学
校
）　

阿
部
史
（
新
採
用
）・
渡
辺
明
美
（
新
採
用
）・

林
美
幸
（
新
採
用
）・
野
田
美
緒
（
新
採
用
）・

細
川
み
ち
る
（
新
採
用
）・
寺
脇
邦
子
（
新
採
用
）

▼
事
務
長　

村
岡
宏
章
（
財
政
課
長
）
▼
事
務

高
瀬
光
司
（
東
和
病
院
）

○
橘
病
院

▼
看
護
師　

宮
本
由
香
里
（
新
採
用
）・
古
谷

侑
子
（
新
採
用
）
▼
事
務
長　

森
本
守
（
や
す

ら
ぎ
苑
）

○
東
和
病
院

▼
医
師　

中
安
一
夫
（
新
採
用
）
▼
薬
剤
師　

熊
谷
衣
利
子
（
新
採
用
）
▼
理
学
療
法
士　

中

村
祐
太
（
新
採
用
）
▼
診
療
放
射
線
技
師　

藤

本
宣
史
（
新
採
用
）
▼
看
護
師　

中
本
亜
希
（
橘

病
院
附
属
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）　

金
澤
菜
津

美
（
新
採
用
）・
甚
観
芳
美
（
新
採
用
）
▼
事

務
長　

三
浦
智
明
（
橘
病
院
）
▼
事
務　

木
村

彰
吾
（
新
採
用
）
▼
社
会
福
祉
士　

足
立
志
穂

（
新
採
用
）
▼
調
理
員　

橋
本
さ
く
ら
（
新
採

用
）・
村
田
風
香
（
新
採
用
）

○
さ
ざ
な
み
苑

▼
介
護
福
祉
士　

坂
栄
利
穂
（
新
採
用
）・
吉

村
広
利
（
新
採
用
）

○
や
す
ら
ぎ
苑

▼
事
務
長　

青
木
政
彦
（
大
島
病
院
事
務
長
補

佐
）　

▼
理
学
療
法
士　

松
井
顕
（
大
島
病
院
）

○
大
島
看
護
専
門
学
校

▼
事
務
長
補
佐　

森
田
紀
美
枝
（
係
長
）
▼
教

員　

和
南
城
朝
子
（
新
採
用
）

【
退
職
】（　

）
内
は
旧
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
３
月
31
日
付
）

▼
医
師　

金
子
奈
津
江
（
東
和
病
院
）
▼
医
師

福
井
健
彦
（
橘
病
院
）
▼
総
務
部
長　

河
村
常

和
（
総
務
部
）
▼
事
務
長　

平
田
道
博
（
東
和

病
院
）
▼
放
射
線
技
師　

吉
田
健
吾
（
大
島
病

院
）
▼
臨
床
検
査
技
師　

梅
田
知
孝
（
橘
病
院
）

▼
臨
床
工
学
技
士　

野
村
洋
司
（
大
島
病
院
）

▼
看
護
師　

石
戸
那
奈
（
東
和
病
院
）
▼
看
護

師　

藤
原
恵
美
（
橘
病
院
）
▼
看
護
師　

楢
田

亜
佐
子
（
大
島
病
院
）
▼
看
護
師　

福
岡
薫
（
大

島
病
院
）
▼
看
護
師　

西
本
洋
子
（
大
島
病
院
）

▼
准
看
護
師　

丁
田
満
江
（
大
島
病
院
）
▼
看

護
助
手　

河
添
薫
（
橘
病
院
）
▼
保
健
師　

山

本
浩
世
（
大
島
病
院
附
属
健
康
管
理
室
）
▼
事

務
主
任　

三
谷
節
子
（
さ
ざ
な
み
苑
）
▼
調
理

師　

玉
井
恵
子
（
東
和
病
院
）

　

申
請
か
ら
決
定
ま
で
に
1
か
月
程
度

要
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
が
必
要

で
す
。

◆
補
助
の
対
象
と
な
る
資
材

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害

防
止
対
策
の
た
め
に
設
置
す
る
電
気
牧

柵
、
防
護
ネ
ッ
ト
、
金
網
柵
、
ト
タ
ン

柵
等
の
防
護
柵
の
資
材

◆
補
助
の
対
象
と
な
る
農
地

　

町
内
の
２
０
０
㎡
以
上
の
農
地
ま
た

は
農
用
地
施
設
（
※
所
有
者
ま
た
は
耕

作
者
が
町
外
の
方
で
も
申
請
で
き
ま

す
。）

◆
補
助
金
の
額

○
補
助
金
の
額
は
、
防
護
柵
の
設
置
に

要
し
た
資
材
費
の
２
分
の
１
以
内
で
す
。

○
１
件
あ
た
り
５
万
円
が
上
限
で
す
。

※
た
だ
し
、
過
去
に
防
護
柵
資
材
費
の

補
助
を
受
け
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
設

置
後
３
年
間
は
補
助
金
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

農
林
課　

農
林
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

農　家　等　申　込　者

申請書
添付書類
・事業実施個所の
わかる図面「地籍
図」等
・見積書の写し
・その他

田
畑
の
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
か
ら

守
る
た
め
防
護
柵
資
材
費
を
補
助
し
ま
す

補助金交付請求書
添付書類
・完成写真
・領収書の写し
・口座振込依頼書
・その他

周　防　大　島　町　農　林　課

事務手続きフロー図

申 請 者 の 指
定 さ れ た 口
座 に 補 助 金
の振込

①
②

④
⑤

交付承認書
（却下）

申
請

請
求交付　承認

～
平
成
25
年
度
か
ら
町
外
の
方
も
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
～

③資材設置
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各月初日の児童の属する世帯の階層区分 3 歳未満児 3 歳以上児

階層区分 定　　　　義
 国基準保育  
 料 (A)

町保育料
（B）

軽減額
（A-B）

 国基準保育  
 料 (A)

町保育料
（B）

軽減額
（A-B）

第１階層 生活保護法による被保護世帯 0 0 0 0 0 0

第２階層

前年度分
町民税区分

町民税非課税世帯 9,000 4,700  4,300 6,000 3,000 3,000

町民税非課税世帯
で母子世帯等

0 0 0 0 0 0

第３階層

町民税課税世帯 19,500 13,650  5,850 16,500 11,550  4,950

町民税課税世帯
で母子世帯等

18,500 8,700  9,800 15,500 7,400  8,100

第４階層

前年分
所得税区分

40,000 円未満 30,000 21,000  9,000 27,000 18,900  8,100

第５階層
40,000 円以上
103,000 円未満

44,500 31,150 13,350 41,500 29,000 12,500

第６階層
103,000 円以上
413,000 円未満

61,000 37,000 24,000 58,000 34,800 23,200

第７階層
413,000 円以上
734,000 円未満

80,000 47,000 33,000 77,000 36,770 40,230

第８階層 734,000 円以上 104,000 61,100 42,900 101,000 47,800 53,200

▼保育料同時入所２人目以降無料化事業（新規）
平成 25 年４月から同一世帯の就学前児童が保育所に２人以上同時に入所する場合、保育料の負担は１
人目のみとなり、２人目以降は無料とする保育料同時入所２人目以降無料化事業を実施します。

▼多子世帯保育料等軽減事業（継続）
第３子目以降の児童が入所する場合、町単独で入所児童の年齢制限を撤廃し、階層区分により保育料の
軽減を行っています。

▼保育料の軽減（国基準保育料からの軽減）
本町では、町単独による保育料の減額（上記基準額表）、多子世帯保育料等軽減事業と合わせて、４,
４３０万６千円（軽減率 42％）の軽減を行っています。さらに平成 25 年度から保育所同時入所２人目
以降の保育料を無料にすることで、さらに９９２万７千円の軽減を図り、国基準保育料と比較して総額
５, ４２３万３千円（軽減率 52％）の減額を行います。

平成 25 年４月から幼少期から英語に慣れ親しむことで、英語の楽しさを理解し、国際的なコミュニケー
ション能力を養うために、町内の全保育所を対象に月１回の保育所英語講師派遣事業を実施します。

平成 25 年度の保育所関係事業を紹介します

階層区分 保育料月額 階層区分 保育料月額

第２～４階層 無　料 第５～８階層 半　額

▼町単独で保育料の減額を行っています。（継続）
平成 25 年度の町保育料と国の基準保育料との比較は以下のとおりです。　　　　　　( 単位：円 )

  ①平成 25 年度から保育料をさらに軽減します

  ②保育所英語講師派遣事業を実施します。（新規）

◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

※上記の町民税および所得税の課税額については、年少扶養控除および特定扶養控除の上乗せ部分があったものと
して再計算した税額です。
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●
障
害
児
放
課
後
ク
ラ
ブ
事
業　
（
新
規
）

　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
、
障
害
児
の
健

全
な
育
成
と
保
護
者
の
養
育
負
担
の
軽
減

や
、
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
的

と
す
る
「
障
害
児
放
課
後
ク
ラ
ブ
」
を
開
設

し
ま
す
。

◆
事
業
実
施
場
所

　

橘
ふ
れ
あ
い
か
ん
こ
ろ
楽
園

　
（
旧
油
良
小
学
校
）

◆
利
用
対
象
者

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
学
童
保
育
が
困

難
な
町
内
に
住
所
を
有
す
る
障
害
の
あ
る
児

童
お
よ
び
生
徒

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
利
用
料
金
等

　

平
日
の
放
課
後　

1
日
に
つ
き
１
５
０
円

　

学
校
休
業
日　
　

1
日
に
つ
き
３
０
０
円

◆
開
設
時
間

・
放
課
後　
　

月
曜
日
～
金
曜
日　

　
　

午
後
2
時
～
午
後
6
時
ま
で

・
学
校
休
業
日　

月
曜
日
～
金
曜
日　

　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
6
時
ま
で

◆
休
業
日

　

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
、
12
月
29

日
～
１
月
３
日
ま
で

※
送
迎
は
、
学
校
ま
た
は
自
宅
等
か
ら
放
課

後
ク
ラ
ブ
ま
で
と
し
、
放
課
後
ク
ラ
ブ
終
了

後
は
保
護
者
の
迎
え
に
よ
り
帰
宅
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
障
害
者
就
労
施
設
通
所
交
通
費
助
成
事
業

　
（
新
規
）

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
、
就
労
訓
練
施
設
に

通
所
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
方
々
に
対
し
、

交
通
費
の
助
成
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
就
労
意
欲

を
促
進
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

町
か
ら
支
給
決
定
を
受
け
て
、
就
労
移
行

支
援
事
業
所
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所
（
Ａ

型
、
Ｂ
型
）
に
通
所
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の

方◆
助
成
金
額

○
バ
ス
、
電
車
を
利
用
し
て
通
所
し
て
い
る

場
合
、
運
賃
（
障
害
者
割
引
後
）
の
２
分
の

１
を
助
成
し
ま
す
。
定
期
券
を
利
用
し
て
通

所
し
て
い
る
場
合
は
、定
期
券
購
入
料
金
（
障

害
者
割
引
後
）
の
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

○
自
家
用
車
を
利
用
し
て
通
所
し
て
い
る
場

合
、
１
㎞
当
た
り
15
円
を
か
け
た
金
額
の
２

分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

○
な
お
、
右
記
助
成
金
の
月
額
上
限
額
は

1
万
円
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
の
手
続
き

　

申
請
書
お
よ
び
請
求
書
を
翌
月
の
10
日
ま

で
に
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
・
出
張
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
に

は
通
所
施
設
の
証
明
（
通
所
日
数
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

平
成
25
年
度
の
新
た
な
障
害
福
祉
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
健
康
増
進
計
画
（
後
期
計
画
）
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

町
で
は
、
健
康
で
輝
い
て
生
涯
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
長
寿
を
共
に
喜
び
合
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
、
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
健
康
や
生
活
習
慣
に
関
係
の
深
い
8
領
域
で
構
成
し
、
各
領
域

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
健
康
を
増
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。
ま
ず
は
日
々
の
生
活
に

深
く
関
わ
る
「
栄
養
・
食
生
活
」
に
重
点
を
置
き
、
他
の
領
域
へ
と
つ
な
い
で
い

き
ま
す
。（
例
え
ば
、
お
い
し
く
食
べ
て
元
気
に
な
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
噛
め
る

こ
と
や
体
を
動
か
す
こ
と
、
快
眠
、
快
便
を
こ
こ
ろ
が
け
る
な
ど
）

　

み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
健
康
や
生
活
習
慣
に
関
心
を
持
ち
、
気
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
、
ま
ち
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
多
く
の
方
に
健
康
に
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
シ
リ
ー
ズ
で
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

健康づくりを推進していく
ための 8 領域

１．栄養・食生活　　　　　　
　　　　　
２．運動・身体活動

３．休養・こころの健康づくり
　　　　　
４．たばこ

５．アルコール　　　　　　　
　　　　　
６．歯と口の健康づくり

７．循環器疾患・糖尿病　　　
　　　　　
８．がん

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
元
気
に
！ 

～
①

◆問い合わせ　健康増進課　
☎０８２０（７７）５５０４



12広報すおう大島 平成 25 年 ( 2013 年 )4 月号

　

昨
年
10
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

と
お
り
、議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
た「
周

防
大
島
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
」
が
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

常
時
無
人
の
状
態
で
、
建
築
物
や
樹
木
な

ど
の
管
理
が
不
十
分
な
空
き
家
は
、
他
の
人

の
生
命
や
財
産
に
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
生
活
環
境
の
保
全
に
も
支
障
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
審
者
の
侵
入
等
に
よ
り
火
災
や

犯
罪
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
早

急
に
改
善
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
生
活
環
境
の
保
全
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
及
び
空
き
家
等
を
活
用

し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
空
き
家
は
あ
く

ま
で
も
所
有
者
の
財
産
で
あ
り
、
所
有
す
る

建
物
や
そ
の
敷
地
内
の
樹
木
等
が
原
因
で
他

に
被
害
を
与
え
た
場
合
は
、
そ
の
所
有
者
や

管
理
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

何
ら
か
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

当
時
者
間
で
の
解
決
が
基
本
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
至
ら
な
い
よ
う
、

常
に
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

●
条
例
の
骨
子

①
空
き
家
等
の
所
有
者
は
、
適
正
な
管
理
を

行
う
責
務
が
あ
り
ま
す
。

②
空
き
家
等
の
適
正
管
理
は
、
所
有
者
、
自

治
会
等
及
び
町
が
相
互
に
連
携
し
て
推
進
す

る
も
の
で
す
が
、
ま
ず
は
、
自
治
会
や
近
所

の
み
な
さ
ん
が
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し

て
、
適
正
な
管
理
や
有
効
活
用
を
要
請
す
る

な
ど
の
解
決
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

③
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
適
正
な
管
理
が
行

わ
れ
な
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
町
に
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
情
報
提
供
に
よ
り
、
町
は
空
き
家
の
実
態

調
査
を
行
い
、
管
理
不
十
分
な
所
有
者
に
対

し
て
は
、
助
言
、
指
導
や
勧
告
を
行
い
ま
す
。

⑤
勧
告
に
従
わ
ず
、
空
き
家
等
の
改
善
を
行

う
意
思
表
示
の
な
い
場
合
は
、
所
有
者
な
ど

の
氏
名
、
住
所
や
勧
告
違
反
の
内
容
な
ど
を

公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
空
き
家
所
有
の
皆
さ
ん
へ

・
建
物
内
に
他
人
が
勝
手
に
出
入
り
で
き
な

い
よ
う
に
、施
錠
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
根
や
外
壁
な
ど
の
破
損
は
、
不
審
者
侵

入
の
原
因
と
な
り
、
強
風
に
よ
り
瓦
の
飛
散

な
ど
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
定
期
的
に
立
木
の
枝
下
ろ
し
や
除
草
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

し
ば
ら
く
家
を
空
け
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
隣
近
所
や
自
治
会
に
一
声
か
け
、
連
絡

先
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分

の
所
有
し
て
い
る
空
き
家
の
様
子
を
定
期
的

に
見
る
、
自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
は
業

者
等
に
依
頼
す
る
な
ど
、
所
有
者
と
し
て
の

責
任
を
果
た
す
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

・
大
島
総
合
支
所　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
１

・
久
賀
総
合
支
所　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
０

・
東
和
総
合
支
所　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
１
１
１
０

・
橘
総
合
支
所　
　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
０

・
総
務
課　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

周
防
大
島
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
が

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た

　　　　

身
体
障
害
者
等
が
所
有
も
し

く
は
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
に

つ
い
て
、
障
害
の
程
度
に
よ
り

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
に
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽
自
動
車

税
の
減
免
申
請
期
限
は
５
月
24

日
㈮
で
す
。

　

な
お
、
減
免
の
で
き
る
自
動

車
は
一
人
の
障
害
者
に
つ
き
普

通
自
動
車
を
含
め
、
一
台
に
限

ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

○
軽
自
動
車
税　

　

税
務
課　

課
税
第
１
班　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

○
自
動
車
税　

　

柳
井
県
税
事
務
所　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
２
１
２
１

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ
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町
が
所
有
す
る
公
共
用
地
の
一
部
を
有

償
で
貸
し
付
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
拡
大
と
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
一
翼
を
担
う
こ
と

と
、
遊
休
公
共
用
地
の
活
用
を
目
的
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
運
営
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

　

町
有
地
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
運
営
事
業
実
施
の
た
め
の
企
画
・

資
金
調
達
・
設
計
・
建
設
・
管
理
運
営
な

ど
に
関
す
る
企
画
を
提
案
し
、
自
ら
主
体

と
な
っ
て
設
置
や
運
営
を
行
え
る
個
人
ま

た
は
事
業
者
（
連
合
体
を
含
む
）

◆
設
置
場
所

　

大
島
青
年
の
家
跡
地
（
家
房
）

◆
敷
地
面
積

　

大
島
青
年
の
家
跡
地　

　

６
１
５
１
㎡
内

　

設
置
可
能
面
積
１
０
０
０
㎡

◆
事
業
実
施
期
間　

　

国
が
定
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
買
取
期
間
（
20
年
間
）
を
基
本
と
す

る
。

◆
応
募
期
間　

５
月
7
日
㈫
～
14
日
㈫

◆
応
募
方
法　

　

応
募
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送
で
生
活
衛

生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大

字
久
賀
４
７
９
９
番
地
１

久
賀
東
庁
舎　

環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課

※
応
募
要
項
や
申
込
書
は
、
生
活
衛
生
課

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
今
後
の
日
程　

●
応
募
登
録
受
付
期
間　

　

５
月
7
日
㈫
～
14
日
㈫

●
企
画
提
案
書
受
付
期
間　

　

６
月
24
日
㈪
～
７
月
５
日
㈮

●
企
画
提
案
書
審
査　

７
月
中
旬
（
予
定
）

●
事
業
者
の
決
定　
　

７
月
下
旬
（
予
定
）

◆
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seikatsu@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　自らが肝炎ウイルス感染の有無について認識し、肝炎による健康障
害を起こさないように適切な治療を受けることで、症状を軽減、進行
を遅延させるため、検診を実施します。

○対象となる方
　周防大島町に住民票を有する 41 歳以上の方（昭和 48 年３月 31 日
以前に生まれた方）で、これまでに当該検診を受けたことのない方
○実施機関　　
　町内の委託医療機関で個別検診を行います。
○自己負担金　１, ７００円
※町民税非課税世帯に属する方、生活保護世帯の方・71 歳以上の方は
無料です。
○検診期間　６月～平成 26 年２月末

◎検診を希望される方は、５月 10 日㈮までに、健康増進課　健康
づくり班へ電話で申し込んでください。
　後日、申し込みをされた方へ、検診のご案内や受診票を送付します。

肝 炎 ウ イ ル ス 検 診 の ご 案 内

■申し込み・問い合わせ
健康増進課　健康づくり班　☎０８２０（７７）５５０４

（
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
・
敬
称
略　

任
期
・

平
成
25
年
11
月
末
日
ま
で
）

○
橘
地
区

　

久
保
恭
子
（
浜
東
）

　
【
担
当
区
域
】
浜
中
、
浜
東
、
日
良
居
団
地

　

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
が

　

決
ま
り
ま
し
た

表
彰

◆
平
成
24
年
度　

 　

消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

　　

消
防
団
表
彰

　

周
防
大
島
町
消
防
団

▲大島青年の家跡地
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町では、「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、平成 20 年度から医療保険者として、メタボリッ
クシンドローム（内臓脂肪型肥満）に着目した特定健康診査及び特定保健指導を実施してきました。
 本計画は、第１期計画の実施状況を踏まえ、計画の見直しを行い、将来的な医療費の適正化を図ること
を目的に新たに平成 25 年度から平成 29 年度までを計画期間とする『第 2 期周防大島町特定健康診査等
実施計画』を策定しました。

２　第 1 期計画における受診勧奨の取り組み状況
①はがき、電話による受診勧奨の実施　②日曜健診を実施　③心電図、アルブミン、クレアチニン、ヘモグロビ
ン A １c の追加実施　④がん検診との同時実施　⑤前立がん検診との同時実施　⑥集団健診の実施　⑦無料クー
ポン券の交付

３　第１期計画における現状と評価
　特定健康診査対象者のうち 40 ～ 50 歳の受診率が低い傾向にあります。また、健診結果の状況は、受診者全
体でみると「異常なし」の割合が低く、「治療中」の人が約 4 割となっており、「要治療」者も約 2 割と高い率
であり、重症化予防のための治療の継続や治療の受診勧奨等が重要となっています。
　特定保健指導については、「積極的支援」から「情報提供」まで改善した人が 53％、「動機付け支援」から「情
報提供」まで改善した人が 60％で、両者を合わせると約 59％ の人が「情報提供」まで改善しています。しかし、
どの年齢でも「要医療」と判定された人の割合が高いので、受診勧奨を行い重症化予防を行っていく必要があり
ます。

４　特定健康診査・特定保健指導の新たな取り組み
（１）受診率向上対策
　① 受診勧奨の徹底　　②受診機会の拡充　　③事業主健診等の結果の活用
　④医療機関との連携　 ⑤継続受診について　⑥周知活動の充実

（２）特定保健指導
　従来の積極的支援、動機付け支援に加え「要医療」者に重症化予防のため、受診勧奨及び必要な保健指導を実
施します。

　〈基本的な健診項目〉              　　　　　　  　　　　  〈追加する項目〉
　①質問項目　　　④血圧測定　　⑦肝機能検査　　　①貧血検査
　②身体計測　　　⑤血液検査　　⑧検尿　　　　　　②心電図検査
　③理学的検査　　⑥血糖検査　　　　   　　　　　　 ③血液検査

本計画は、町ホームページに掲載しています。
◆問い合わせ　健康増進課　医療保険班　☎ ０８２０（７７）５５０２

１　第 1 期計画と第 2 期計画の目標

計画区分 第 1 期
（平成 20 年度～平成 24 年度）

第 2 期（平成 25 年
度～平成 29 年度）

区分 目標
（平成 24 年度）

平成 23 年度
実績

目標　
（平成 29 年度）

特定健康診査受診率 65% 20.5% 60%

特定保健指導実施率 45% 34.7% 60%

『第２期特定健康診査等実施計画』を策定しました

◎特定健康診査の検診項目とは

▼第２期計画の概要
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みかキン・みかトトのデザインを使用できます

周防大島町ＰＲサポーター「みかキン・みかトト」の著作権者のご厚意により、周防
大島町民がイラストを無料で使用できることとなりました。（ただしグッズ使用は除
きます。）

◎無料で使用できるもの
　周防大島で製造・販売される食品・衣類などのパッケージへの刷り込み、またカタ
ログ・ポスター等の印刷物や看板への刷り込みにも使用できます。（指定どおりに使
用されているか確認のため、チェックが必要です。場合によっては修正を行うことも
あります。）

◎有料で使用できるもの
　ぬいぐるみ・キーホルダー・ハンカチ・文房具などのグッズで使用する場合は有料
となります。

〈使用までの手順〉
　１：申請書の提出（レイアウト、デザイン、ポンチ絵等の企画書を添付）
　２：著作権者の有料・無料の判断
　３：仮承認　データの貸出
　４：著作権者が刷り上がり見本を直接チェック（修正を行う場合もあります）
　５：最終承認→デザインの使用へ

　※詳しくは商工観光課までお問い合わせください。

◆問い合わせ　商工観光課
☎０８２０（７９）１００３　ＦＡＸ０８２０（７９）１０２２

▼使用デザインの一例
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大
塚
Ｓ
Ｃ
（
広
島
市
）
が
初
優
勝

　

３
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
の
３
日

間
、
第
17
回
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

決
勝
戦
は
大
塚
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

（
広
島
市
）
と
み
と
う
オ
ー
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
美
祢
市
）
が
対
戦
。

ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も
初
の
決
勝
進
出

で
し
た
が
、
３
対
１
で
大
塚
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

送
迎
車
両
を
整
備
し
ま
し
た

　

３
月
25
日
、
大
島
庁
舎
前
広
場
に
お
い
て
送
迎
車
両

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
国
の
再
編
交
付
金
に
よ
り
整
備
さ

れ
、
グ
リ
ー
ン
ス
テ
イ
な
が
う
ら
、
片
添
ケ
浜
温
泉
遊

湯
ラ
ン
ド
、
竜
崎
温
泉
の
各
入
浴
施
設
の
送
迎
車
両
と

し
て
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
椎
木
町
長
か
ら
各
施
設
の
指
定
管
理
者
へ

鍵
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
、
施
設
を
代
表
し
グ
リ
ー
ン

ス
テ
イ
な
が
う
ら
の
大
村
修
司
支
配
人
が
「
こ
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
安
全
に
管
理
運
行
し
、
多
く
の
お
客
さ
ん

を
送
迎
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
を
Ｐ

Ｒ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

引
渡
式
の
様
子

▲配備されたマイクロバス

▲
　

平
成
24
年
産
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
の
選
果

が
３
月
22
日
、
久
賀
の
Ｊ
Ａ
山
口
大

島
柑
橘
選
果
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ゆ
め
ほ
っ
ぺ
の
品
種
名
は
せ
と
み

で
、
せ
と
み
は
県
柑
き
つ
振
興
セ
ン

タ
ー
が
１
９
８
１
年
に
清
見
と
吉
浦

ポ
ン
カ
ン
を
交
配
し
て
誕
生
し
た
、

県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
柑
橘
で
す
。
そ
の

せ
と
み
の
糖
度
13
・
５
度
以
上
、
酸

度
1
・
35
％
以
下
の
も
の
を
ゆ
め

ほ
っ
ぺ
と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
は
全
体
的
に

甘
く
仕
上
が
っ
て
お
り
、
４
月
中
旬

ご
ろ
ま
で
店
頭
に
並
び
ま
す
。

ゆめほっぺ選果はじめ
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周
防
大
島
生
活
も
約
２
カ
月
が
過
ぎ
、

お
か
げ
さ
ま
で
日
々
楽
し
く
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
出
会
い
と
周
防
大

島
の
す
ば
ら
し
い
景
色
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
は
じ
め

た
こ
と
を
い
く
つ
か
ご
報
告
し
ま
す
。

①
周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

テ
レ
ビ
番
組
を
や
っ
て
ま
す
。『
よ
そ

者
目
線
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
通
り
、
よ

そ
者
の
目
線
で
周
防
大
島
の
面
白
い
も

の
を
見
つ
け
て
紹
介
し
た
り
、
面
白
い

人
と
お
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
面
白

い
番
組
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

②
周
防
大
島
移
住
者
名
鑑

　
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
移
住
交
流
ナ
ビ
」
と
い
う

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
周
防
大
島
移
住
者
の

体
験
談
を
紹
介
す
る
ブ
ロ
グ
を
は
じ
め

ま
し
た
。
移
住
の
き
っ
か
け
、
移
住
の

苦
労
、
周
防
大
島
で
実
現
し
た
い
夢
な

ど
。
こ
れ
か
ら
周
防
大
島
に
移
住
す
る

人
た
ち
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

③
島
く
ら
す
海
そ
う
じ

　

目
に
映
る
景
色
を
き
れ
い
に
し
た
い
、

子
供
の
遊
び
場
を
守
り
た
い
と
い
う
思

い
で
海
岸
清
掃
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。
3
月
20
日
が
第
一
弾
で
、
久
賀

の
ビ
ー
玉
海
岸
を
清
掃
し
ま
し
た
。
雨

に
も
関
わ
ら
ず
、
約
50
名
の
参
加
が
あ

り
、
可
燃
ご
み
14
袋
、
不
燃
ご
み
19
袋
、

カ
キ
パ
イ
プ
7
袋
、
ほ
か
大
量
の
流
木
、

海
藻
を
回
収
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
4
月
30
日
㈫
朝
7
時
か
ら

8
時
ま
で
、
大
崎
ト
ン
ネ
ル
西
側
の
小

さ
な
海
岸
を
清
掃
し
ま
す
。
平
日
の
朝

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
都
合
つ
き
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
軍
手
、
帽
子
、

飲
料
な
ど
は
各
自
ご
持
参
の
上
、
汚
れ

て
も
よ
い
服
装
で
参
加
い
た
だ
け
ま
す

と
、
幸
い
で
す
。

　
「
お
役
に
立
て
れ
ば
、
幸
い
で
す
。」
2

　
　
　

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
協
議
会
日
良
居
分
室

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
２
３
４

地域おこし協力隊
三浦宏之

▲ 3月 20 日　ビー玉海岸清掃
みなさんご協力いただき、あり
がとうございました。

　

３
月
12
日
、
長
浦
緑
地
に

お
い
て
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
３
月
９

日
か
ら
15
日
に
開
催
さ
れ
た

「
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
」
に
あ
わ
せ
て
開

催
さ
れ
、
蒲
野
保
育
所
・
久

美
保
育
所
の
園
児
が
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
反
射
た
す
き
な
ど
の

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し

な
が
ら
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

安全運転してね
　

３
月
10
日
、
旧
田
布
施
農
高
大
島

分
校
跡
地
に
大
島
ふ
る
さ
と
学
習
館

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
ん
太
の
会
が
、

設
置
検
討
委
員
会
を
結
成
し
、
準
備

を
し
て
き
た
も
の
で
、
写
真
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
で
、
大
島
地
区
の
歴
史
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
習
館
は
土
日
、
祝
日
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
て
い

ま
す
。　

　

大
島
ふ
る
さ
と
学
習
館
が
オ
ー
プ
ン

第
１
弾
と
し
て
大
島
大
橋
の
工
事

の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

▲

▲キャンペーンにはみかトト、ちょる
るなどのキャラクタ―も参加しました。
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お知らせ４月

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

高
校
生
（
向
学
心
に
富

み
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
貸
与
額　

月
額
２
万
円

■
申
し
込
み
方
法　

周
防
大
島
町

教
育
委
員
会
（
総
務
課
）
ま
た
は

久
賀
・
大
島
・
橘
の
各
公
民
館
に

備
え
付
け
の
貸
与
願
に
そ
の
他
必

要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
返
還
方
法　

卒
業
後
１
箇
年
を

経
過
し
た
翌
月
か
ら
、
貸
与
を
受

け
た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
に
、

そ
の
全
額
を
月
賦
ま
た
は
半
年
賦

で
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

５
月
15
日
㈬
ま
で
に

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会（
総
務
課
）

ま
た
は
久
賀
・
大
島
・
橘
の
各
公
民

館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

臨
時
職
員
募
集

■
予
定
人
員　

１
名

■
職
務
内
容　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
補
助
・
そ
の
他
事
務
補
助
全
般

■
採
用
予
定
期
間　

　

5
月
10
日
㈮
～
翌
年
3
月
31
日
㈪

※
勤
務
状
況
に
よ
り
継
続
雇
用
も

あ
り
ま
す
。

■
勤
務
条
件
等　

　

月
の
う
ち
10
～
12
日
程
度
（
原

則
、
月
曜
～
金
曜
）

・
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

・
勤
務
地　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
資
格
等　

　

普
通
自
動
車
免
許
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
こ
と

■
申
し
込
み
方
法　

　

4
月
30
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
５
１
２

　

周
防
大
島
町
大
字
平
野
２
６
９

番
地
44　

周
防
大
島
町
教
育
委
員

会　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振

興
班

■
面
接
等　

別
途
通
知

■
問
い
合
せ　

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
５
０
４
８

久
賀
総
合
支
所　
　

日
直
員
募
集

■
募
集
人
員　

１
名
（
当
番
制
）

■
勤
務
内
容
等　

　

電
話
等
の
応
対
や
各
種
届
出
の

受
付
等
の
日
直
業
務

（
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き

る
人
）

■
勤
務
地　

久
賀
庁
舎　

宿
日
直
室

■
採
用
時
期　

６
月
１
日
㈯
～
平

募
集

〈橘斎場使用時間〉
火葬時間

（Ⅰ炉、Ⅱ炉交互使用） 葬儀時間・利用種別

Ａ 自　午前　８時００分
至　午前１０時００分

　火葬のみ利用可能
（火葬棟での通夜が可能）

Ｂ 自　午前　９時００分
至　午前１１時００分 　火葬のみ利用可能

Ｃ 自　午前１１時００分
至　午後　１時００分

火葬のみ、葬儀後火葬どちらも可
※葬儀時間　午前 10 時～午前 11 時
葬儀利用の場合、霊安室の利用・葬儀棟での通夜が可能

Ｄ 自　午後　１時３０分
至　午後　３時３０分 　火葬のみ利用可能

Ｅ 自　午後　３時００分
至　午後　５時００分

火葬のみ、葬儀後火葬どちらも可
※葬儀時間　午後２時～午後３時

　

橘
斎
場
葬
儀
場
は
平
成
25
年
４
月
３
日
か
ら
供

用
開
始
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
火
葬
の
利
用
回

数
を
増
や
す
た
め
、
橘
斎
場
の
火
葬
時
間
を
左
表

の
と
お
り
変
更
し
て
お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

☎ 

０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

ー　橘斎場使用時間を変更します　ー
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お知らせ４月

成
26
年
３
月
31
日
㈪

■
勤
務
日
等　
　

　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
お
よ

び
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

ま
で
の
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

■
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
申
し
込
み
方
法　

　

４
月
30
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

〒
７
４
２
ー
２
３
０
１　

　

周
防
大
島
町
大
字
久
賀
５
１
３
４

番
地　

周
防
大
島
町
役
場　

久
賀
総

合
支
所

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

久
賀
総
合
支
所　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
０

健
康
増
進
課
臨
時
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
数

・
保
健
師　

１
名

■
業
務
内
容　

各
種
保
健
事
業

■
勤
務
先

　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
内

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

　

５
月
１
日
㈬
～
９
月
30
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
更
新
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

４
月
24
日
㈬
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
面
接
日
・
場
所
は
別
途
通
知

し
ま
す
。）

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄

３
９
２
０
番
地
21

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

農
業
担
い
手
研
修
生
募
集

　

周
防
大
島
町
内
で
柑
橘
栽
培
を

主
体
と
し
た
農
業
経
営
者
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
強
い
意
欲
の
あ
る

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
に

つ
い
て
は
、
書
類
審
査
、
面
接
等

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
研
修
場
所　

山
口
大
島
農
業
協

同
組
合

■
研
修
期
間
・
条
件

　

５
月
～
平
成
26
年
３
月

　

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
の
勤
務
時
間
に

準
じ
る
。

■
対
象
者　

年
齢　

49
歳
未
満

■
受
付
期
間　

４
月
25
日
㈭
ま
で

に
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
―
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
大
字
久
賀
５
１
３
４

番
地　

周
防
大
島
町
役
場　

産
業

建
設
部
農
林
課　

農
林
振
興
班

■
申
し
込
み
・
問
合
せ

　

農
林
課　

農
林
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

　町では、平成 25 年度に地域づくりを目的とした事業を行う団体
に対し、活動を支援するための補助金を交付する事業を実施します。
募集要項や様式は、町ホームページまたは各総合支所窓口で入手で
きますので、ご応募ください。
◆対象団体
　周防大島町を主たる活動範囲とし、３名以上で構成され、政治・
宗教・営利のみまたは団体の運営経費・備品等の取得を目的としな
い団体。
◆対象事業
①新たな個性や特性を育むネットワークやシステムを形成する事業
②地域の個性や特性に磨きをかける人材育成事業、魅力発揮事業
③住民参画による地域づくりの機運を育むイベント、ワークショッ
　プ等の開催事業
◆補助金額
　一団体への支援は、事業費の９割以内とし、新規の活動や小規模
な活動を立ち上げ、実施するスタートアップ支援事業については上
限 20 万円、活動の定着・自立化を図るステップアップ支援事業に
ついては上限を 50 万円とします。
※支援金額は、審査の結果により申請額より減額となる場合があり
ます。
なお、平成 26 年２月末までに事業が終了するようにしてください。
◆募集期限　５月 15 日㈬　当日消印有効

◆問い合わせ　政策企画課　
☎０８２０（７４）１００７

　町では平成 25 年度に、教養・文化に対する
意識を高め、豊かな感性と創造性を育むことを
目的とした事業を行う団体に対し、文化の振興
に資するための補助金を交付する事業を実施し
ます。募集要項や様式は、町ホームページまた
は各総合支所で入手できますので、ご応募くだ
さい。
◆対象団体
　周防大島町を主たる活動範囲とし、３名以上
で構成され、政治・宗教・営利のみまたは団体
の運営経費・備品等の取得を目的としない団体。
◆対象事業
①地域文化の振興と地域文化の創造を図る事業
②地域文化に親しむ環境づくりを育成する事業
③地域文化の高揚を図り、住民参加型の文化振
　興に資する事業
◆補助金額
　一団体への補助金は、対象事業費の９割以内
とし、上限を 20 万円とします。
※補助金額は、審査の結果により減額となる場
合があります。なお、平成 26 年２月末までに
事業が終了するようにしてください。
◆募集期限　５月 15 日㈬　当日消印有効

◆問い合わせ　社会教育課　
☎０８２０（７８）２２０５

地域づくり活動支援事業を募集します文化振興事業を募集します

事 業 に 応 募 し て み ま せ ん か？
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や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
け

る
方

■
実
施
期
間

　

６
月
３
日
㈪
か
ら
平
成
26
年
３

月
28
日
㈮
ま
で

■
来
所
日　

　

月
２
日
程
度
を
予
定

　
（
時
間
は
応
相
談
）

■
作
業
内
容　

　

工
芸（
陶
芸
・
手
芸
）、農
耕（
野
菜
・

椎
茸
栽
培
、
柑
橘
皮
む
き
）、
ウ
エ

ス
加
工
等

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
さ
つ

お知らせ４月

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

■
募
集
人
員　

１
名

■
職
務
内
容　

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

の
受
付
、
館
内
の
案
内
お
よ
び
収

蔵
物
の
調
査
研
究
等

■
採
用
予
定
期
間

　

5
月
1
日
㈬
～
翌
年
3
月
31
日

㈪※
勤
務
状
況
に
よ
り
継
続
雇
用
も

あ
り
ま
す
。

■
勤
務
条
件
等

　

月
の
う
ち
20
日
程
度
（
毎
週
水

曜
日
が
休
館
日
）

・
勤
務
時
間　

　

午
前
9
時
15
分
か
ら
午
後
6
時

ま
で

・
勤
務
地　

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
資
格
等

・
学
芸
員
資
格
ま
た
は
学
芸
員
資

格
と
同
等
の
職
歴
・
経
験
を
有
す

る
者

・
普
通
自
動
車
免
許
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
こ
と

■
申
し
込
み
方
法

　

4
月
24
日
㈬
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
５
１
２

　

周
防
大
島
町
大
字
平
野
２
６
９

番
地
44　

周
防
大
島
町
教
育
委
員

会　

社
会
教
育
課

■
面
接
等　

別
途
通
知

■
問
い
合
せ　

　

社
会
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

周
防
大
島
担
い
手
支
援

セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
募
集

　

周
防
大
島
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
周
防
大
島
の
農
業
活
性
化
に

意
欲
の
あ
る
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
採
用
に
つ
い
て
は
、
書
類

審
査
、面
接
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員　

1
名

■
勤
務
場
所　

周
防
大
島
担
い
手

支
援
セ
ン
タ
ー

（
周
防
大
島
町
役
場
久
賀
庁
舎
内
）

■
職
務
内
容　

・
就
農
塾
の
運
営

・
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整

・
農
地
の
調
整

・
窓
口
で
の
受
付
、
電
話
応
対
そ

の
他
接
客
業
務

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作　
　
　

■
勤
務
条
件　

　

5
月
1
日
㈬
～
平
成
26
年
3
月

31
日
㈪
（
更
新
あ
り
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
・
12
月

29
日
～
1
月
3
日
を
除
く
）

　町民の皆さんが積極的に町
政運営に参画する仕組みとし
て、昨年度から町長自らが町
民の皆さんのところに出向
き、自由な雰囲気の中でひざ
を交えて話し合いを行い、町
民の「声」を聴く意見交換会

「町長と意見交換会（ワンテー
マディスカッション）」を実施
しています。10 月から３月ま
でに開催された意見交換会は下表のとおりです。

No 開催日 場所 テーマ

５ 10 月１日 家房 東南海・南海地震対策について

６ 12 月５日 浮島 簡易水道について

ワンテーマディスカッションを開催しています

◆問い合わせ
政策企画課　広報情報統計班　☎０８２０（７４）１００７

▲ 10 月１日
家房での意見交換会の様子

■
申
込
期
間　

　

4
月
18
日
㈭
～
25
日
㈭
ま
で
に

履
歴
書
を
郵
送
も
し
く
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
―
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
大
字
久
賀
５
１
３
４

番
地　

周
防
大
島
町
役
場　

産
業

建
設
部
農
林
課　

農
林
振
興
班

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課　

農
林
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

さ
つ
き
園
で
は

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
さ

つ
き
園
（
西
屋
代
）
で
は
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て

引
き
続
き
協
力
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　

　

５
月
31
日
㈮
ま
で

■
内
容　

・
さ
つ
き
園
の
利
用
者
と
一
緒
に

楽
し
く
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
方

・
利
用
者
・
職
員
に
作
業
の
指
導
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お
知
ら
せ

お知らせ４月

■日時　
　５月 19 日㈰
　午前 10 時～午後４時
■スタート会場
　スパーク大島
　（役場大島庁舎前）
■内容
　大島八十八か所霊場の内、屋代平野に点在しているお
大師堂をご家族の方などと一緒に、巡っていただきます。
■問い合わせ　
㈳周防大島観光協会
☎０８２０（７２）２１３４

お大師堂めぐり　歩け歩け大会

今年は５月に開催します

　

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
う
「
は

か
り
」
は
計
量
法
の
定
め
に
よ
り
、

２
年
に
１
回
行
わ
れ
る
定
期
検
査

に
合
格
し
な
け
れ
ば
、
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
は
、

定
期
検
査
の
年
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
「
は
か
り
」
を

お
持
ち
の
方
は
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

関
係
者
の
方
（
平
成
23
年
に
受

検
さ
れ
た
方
）
に
は
、
事
前
に
郵

送
で
通
知
し
ま
す
が
、
取
引
・
証

明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
を
所

有
し
て
い
る
の
に
通
知
が
届
か
な

い
方
は
、
商
工
観
光
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
「
取
引
・
証
明
」
と
は
？

○
「
取
引
」

　
「
取
引
」
と
は
、
有
償
、
無
償
で

あ
る
と
を
問
わ
ず
、
物
ま
た
は
役

務
の
給
付
を
目
的
と
す
る
業
務
上

の
行
為
。（
は
か
り
を
使
っ
て
重
量

を
量
っ
て
物
を
売
買
し
た
り
、
品

物
の
運
送
・
保
管
等
に
伴
う
料
金

等
を
決
め
る
場
合
な
ど
）

○
「
証
明
」

　
「
証
明
」
と
は
、
公
に
ま
た
は
業

務
上
、
他
人
に
一
定
の
事
実
が
真

実
で
あ
る
旨
を
表
明
す
る
こ
と
。

◆検査の日程および場所
検査日 時間 場所

５月 13 日㈪

11：00 ～ 12：00 自然休養村管理センター
13：30 ～ 14：00 油宇公民館
14：30 ～ 15：00 油田出張所
15：30 ～ 16：30 和田出張所

５月 14 日㈫
 ９：00 ～ 11：30 日良居出張所
13：00 ～ 13：30 佐連会館
14：00 ～ 14：30 旧沖家室小学校

５月 15 日㈬
11：00 ～ 12：00 周防大島町商工会東和支所
13：30 ～ 15：00 白木出張所

５月 16 日㈭ 11：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00 大島文化センター

５月 21 日㈫
11：00 ～ 12：00 蒲野農村環境改善センター
13：30 ～ 15：00 沖浦農村環境改善センター

５月 22 日㈬ 11：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00 橘総合支所

５月 23 日㈭
  9：30 ～ 10：30 椋野公民館
11：00 ～ 12：00
13：00 ～ 14：30 農業者健康管理センター

（
は
か
り
で
量
っ
た
重
量
を
相
手

等
へ
知
ら
せ
る
行
為
で
、
病
院
や

学
校
ま
た
は
保
育
園
な
ど
で
健
康

診
断
等
に
用
い
る
も
の
な
ど
）

■
検
査
に
持
参
す
る
も
の

・
は
か
り
本
体
（
清
掃
し
た
も
の
）

・
手
数
料

※
た
だ
し
、
計
量
士
に
よ
る
代
行

検
査
を
受
け
た
「
は
か
り
」
は
、

こ
の
検
査
を
受
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

ま
た
は
㈳
山
口
県
計
量
協
会

☎
０
８
３
（
９
８
６
）
２
５
９
１

　
　

は
か
り
の
定
期
検
査　

～　

今
年
は
定
期
検
査
受
検
の
年
で
す　

～

き
園
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

さ
つ
き
園　

担
当　

園
長　

古
川

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
３
５
６

山
口
県
下
水
道
協
会
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

■
試
験
日

　

７
月
11
日
㈭

■
試
験
会
場

　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

　
（
山
口
市
秋
穂
二
島
１
０
６
２

番
地
）

■
受
付
期
間

　

４
月
30
日
㈫
～
５
月
21
日
㈫

※
詳
細
に
つ
い
て
は
山
口
県
下
水

道
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１



22広報すおう大島 平成 25 年 ( 2013 年 )4 月号

お知らせ４月

催
し

菊
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま

す
　

橘
公
民
館
で
は
、
平
成
25
年
４

月
よ
り
菊
づ
く
り
教
室
を
行
い
ま

す
。
講
師
は
、
元
田
布
施
農
業
高
等

学
校
校
長
木
村
晋
先
生
で
す
。
菊
づ

く
り
の
基
礎
か
ら
年
間
を
通
し
て
親

切
に
指
導
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
４
月
26
日
㈮
、
午

前
10
時
よ
り
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
・
集

会
室
で
行
い
ま
す
。
定
員
は
、
30
名

で
す
。

※
教
室
は
毎
月
１
回
、
月
末
の
金
曜

日
に
開
催
し
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

４
月
25
日
㈭
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

橘
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

○
夏
み
か
ん
の
加
工
品
づ
く
り

・
日
時　

５
月
11
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
場
所　

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

　
（
東
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

５
月
１
日
㈬

※
昼
食
あ
り

○
に
ん
に
く
の
収
穫
体
験
と

シ
ー
フ
ー
ド
ピ
ザ
づ
く
り

・
日
時　

５
月
30
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

・
場
所　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン

　

タ
ー
（
小
松
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

５
月
20
日
㈪

※
昼
食
あ
り

※
で
き
た
ピ
ザ
ソ
ー
ス
１
ビ
ン
を

お
持
ち
帰
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

か
し
こ
い
消
費
者

めざせ！

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
紹
介

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

ま
た
は
町
商
工
観
光
課　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

●周防大島町賃借料情報
農地の区分 平均額 最高額 最低額

田（水稲）の部
基盤整備地域 ９, ５００円 １３, ２００円 ７, ７００円

未整備地域 ８, ５００円 １７, ８００円 ３, ９００円

　 畑（普通畑）の部 ６, １００円 ７, ７００円 ３, ８００円

　 畑（樹園地）の部 ７, １００円 ７, １００円 ７, １００円

※農地の貸借の方法は、上記のほか、借賃の発生しない「使用貸借」
（Ｈ 24 年実績２８５筆）があります。

農
地
の
賃
借
料
情
報
を

提
供
し
ま
す

　

平
成
24
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借

（
57
筆
）
に
お
け
る
賃
借
料
水
準

（
10
ａ
当
た
り
）
は
、
左
表
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

【
相
談
】

　

子
ど
も
が
県
外
で
一
人
暮

ら
し
を
始
め
た
が
、
訪
問
販

売
等
の
勧
誘
が
多
く
て
困
っ

て
い
る
。
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

【
処
理
】

　

お
子
さ
ん
が
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
を
紹
介
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
消
費
者
か

ら
の
消
費
生
活
全
般
に
関
す

る
相
談
に
対
応
す
る
消
費
生

活
相
談
窓
口
が
全
国
の
自
治

体
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
周

防
大
島
町
で
は
町
商
工
観
光

課
☎
０
８
２
０
（
７
９
）

１
０
０
３
で
、
町
内
に
お
住

ま
い
の
消
費
者
の
方
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
口
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
は
８
時
半
か
ら
午
後

７
時
ま
で
、
土
曜
日
は
８
時

半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
県

内
在
住
の
消
費
者
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談

専
用
電
話
番
号
は
☎
０
８
３

（
９
２
４
）
０
９
９
９
で
す
。

　

な
お
、
転
居
等
で
相
談
先
が

分
か
ら
な
い
と
き
は
、
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
５
７
０

（
０
６
４
）
３
７
０
（
全
国

一
律
番
号
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
最
寄

り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　５月 13 日㈪午前９時 30 分～正午

◆場　　所　橘総合センター

◆相談内容　人権問題、土地、家屋、金銭貸借、

　　　　　　離婚などの生活上の心配事
◆相 談 員  人権擁護委員

◆問い合わせ　福祉課　
　　☎０８２０（７７）５５０５



23 広報すおう大島 平成 25 年 ( 2013 年 )4 月号

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

石
原　

憲
子

　
　
　
　
（
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
）

お知らせ４月

転
倒
し
な
い

体
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　　

暖
か
い
春
が
お
と
ず
れ
、
体
を
動
か
し
や
す
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
「
転
倒
し
な
い
体

づ
く
り
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

転
倒
予
防
の
た
め
に
は
〝
足
腰
の
筋
力
〟
を
鍛

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
足
の
筋
力
が
低
下
す
る

と
、
躓
い
た
り
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
時
に
踏
ん
張

り
が
き
か
ず
、
転
倒
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。「
自
分
は
普
段
歩
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
思
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
散
歩
は
心
肺
機
能
の
向
上
な
ど
に
は
大

き
な
効
果
が
あ
る
反
面
、
使
う
筋
力
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸

素
運
動
と
と
も
に
筋
肉
を
使
う
運
動
を
合
わ
せ
て

行
な
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。と
く
に
立
つ
、座
る
、

歩
く
な
ど
活
動
の
基
礎
と
な
る
「
抗
重
力
筋
」（
お

尻
、
太
も
も
の
前
、
ふ
く
ら
は
ぎ
な
ど
）
を
重
点

的
に
鍛
え
る
運
動
が
有
効
で
す
。
転
倒
せ
ず
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
少
し
ず
つ
で
も
体

を
動
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
介
護
予
防

の
た
め
の
運
動
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開

催
日
時
に
つ
い
て
は
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
家
庭
で
で
き
る
足
腰
の
運
動
》

①
足
の
後
ろ
上
げ
…
両
足
を
少

し
開
い
て
立
つ
。
両
手
で
椅
子

の
背
を
つ
か
み
、
上
体
だ
け
45

度
前
に
傾
け
る
。
膝
が
曲
が
ら

な
い
よ
う
に
片
足
を
ゆ
っ
く
り

後
ろ
に
上
げ
、
そ
の
ま
ま
の
状

態
を
１
秒
間
保
ち
、
ゆ
っ
く
り
元
の
姿
勢
に
戻
す
。

②
４
分
の
１
ス
ク
ワ
ッ
ト
…
両
足
を
肩
幅
に
開

き
、
両
手
で
椅
子
の
背
を
つ
か
み
、
ま
っ
す
ぐ
立

つ
。
１
・
２
・
３
・
４
で
ゆ
っ
く
り
膝
を
曲
げ
て
腰

を
落
と
す
。
１
・
２
・
３
・
４
で
ゆ
っ
く
り
膝
を
伸

ば
し
て
、
元
の
姿
勢
に
戻
る
。
膝
を
深
く
曲
げ
す

ぎ
る
と
腰
や
膝
を
痛
め
や
す
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

③
つ
ま
先
立
ち
…
両
足
を
肩
幅
に
開
き
、
両
手
で

椅
子
の
背
を
つ
か
み
、
ま
っ
す
ぐ
立
つ
。
つ
ま
先

を
軸
に
１
・
２
・
３
・
４
で
ゆ
っ
く
り
か
か
と
を
上

げ
、
１
・
２
・
３
・
４
で
か
か
と
を
下
ろ
す
。

※
呼
吸
を
止
め
ず
、
ゆ
っ
く
り
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

※
10
回
を
目
安
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

※
血
圧
の
高
い
方
、
心
臓
の
病
気
、
糖
尿
病
、
腰

や
膝
を
痛
め
て
い
る
方
は
、
医
師
に
相
談
し
て
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

竜崎温泉温水プール指導日
（４月 21 日～５月 20 日）

実施日

４月 23 日㈫、24 日㈬、25 日㈭、26 日㈮

５月
１日㈬、２日㈭、８日㈬、９日㈭、10 日㈮、
14 日㈫、15 日㈬、16 日㈭、17 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的とした水
中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　
介護保険課　介護予防班

☎０８２０（７７）５５３０

　

◆開設場所　久賀総合センター
◆開設日　　毎月、第三火曜日
◆開設時間　午前 10 時から午後３時まで
( 午後３時までに受付したお客様の相談が終
了するまで )

※年金手帳、年金証書、振込通知書等、本人で
あることを確認できるものを必ずご持参くださ
い。
　本人以外の方が相談される場合は、身分証明
書（運転免許証等）と本人からの委任状が必要
となります。

◆問い合わせ
岩国年金事務所　

☎０８２７（２４）２２２２

平成 25 年度　出張年金相談
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5 日㈰ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

6 日㈪ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

7 日㈫
健康相談〈8：30 ～ 11：30 東和総合支所〉 
子宮がん検診・乳がん検診〈蒲野農村環境改善センター〉

8 日㈬
肺がん検診〈油田地区〉 
1 歳 6 か月児健康診査 

〈13：00 ～ 13：30（受付）たちばなケアプラザ〉

9 日㈭ 子宮がん検診・乳がん検診〈沖浦農村環境改善センター〉

10 日㈮
肺がん検診〈和田・森野地区〉 
育児相談〈10：00 ～ 11：30 たちばなケアプラザ〉

11 日㈯

12 日㈰
休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉
郡壮年軟式野球大会

〈９：00 ～ 13：00　片添多目的グラウンド〉

13 日㈪ 肺がん検診〈白木地区〉

14 日㈫
子宮がん検診・乳がん検診

〈13：30 ～ 15：00（受付）しまとぴあスカイセンター〉

15 日㈬
子宮がん検診・乳がん検診

〈13：30 ～ 15：00（受付）しまとぴあスカイセンター〉

16 日㈭
子宮がん検診・乳がん検診

〈13：30 ～ 15：00（受付）油田農村環境改善センター〉

17 日㈮
子宮がん検診・乳がん検診

〈13：30 ～ 15：00（受付）和田出張所〉

18 日㈯

19 日㈰
休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉
お大師堂めぐり歩け歩け大会

〈10：00 ～ 16：00　スパーク大島〉

20 日㈪ 肺がん検診〈三蒲地区〉

イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 ８日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 ８日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＴＬＶ‐１抗体検査 ８日㈬ 10：30 ～ 11：00

エイズ抗体検査 ８日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 ５ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

発達クリニック ９日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 21 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 24 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（77）5504

4 月

21 日㈰ 休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

22 日㈪

23 日㈫

24 日㈬

25 日㈭ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉

26 日㈮

27 日㈯

28 日㈰
休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉
安下庄海の市〈９：00 ～ 14：00　橘グリーンパーク横〉

29 日㈪ 休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

30 日㈫

5 月

1 日㈬
健康相談〈8：30 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10：00 ～ 11：30 東和総合センター〉

2 日㈭ 健康相談〈8：30 ～ 11：30 久賀総合支所〉

3 日㈮ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

4 日㈯ 休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉



25 広報すおう大島 平成 25 年 ( 2013 年 )4 月号

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 25 年２月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

１１ ０ １６

前年比

＋３ ±０ ＋８

物損事故件数

４０ 前年比 －３

人の動き（４月１日現在）

人　口 １８, ７４８人 （106 人減）

男（日本人） ８, ４８７人

女（日本人） １０, １９４人

外国人 ６７人 （１人減）

世帯数 １０, ０９０戸 （49 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生 　 4 人
　　転入   73 人 小計    77 人
減：死亡   32 人
　　転出 150 人 小計 182 人

防
災
行
政
無
線

・
放
送
の
内
容
確
認
は

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
０
８
９
８

・
農
協
の
放
送
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
１
０
０

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 （
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２
）

　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
㈲
中
国
印
刷
社　

※
広
報
す
お
う
大
島
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp
◆
受
講
で
き
る
訓
練　

　

具
体
的
な
コ
ー
ス
情
報
は
、
山
口
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井

　

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
６
６
１

『
求
職
者
支
援
制
度
』
を
ご
存
じ
で
す
か
？

◆
支
援
内
容

○
職
業
訓
練
の
受
講

　

自
己
負
担
は
テ
キ
ス
ト
代（
１
万
～
２
万
円
程
度
）で
す
。

 　
（
た
だ
し
、
資
格
取
得
の
検
定
料
等
は
除
く
）

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
積
極
的
な
就
職
支
援

○
受
講
給
付
金
の
支
援
（
一
定
の
要
件
あ
り
）

　

受
講
手
当
（
月
10
万
円
）
＋
通
勤
手
当
（
上
限
あ
り
）　

　

を
支
給
し
ま
す
。

早
期
再
就
職

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


